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書
評
：
瀬
古
美
喜
著
『
日
本
の
住
宅
市
場
と
家
計
行
動
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
大
学
出
版
会
、
２
０
１
４
年奥　

野　

正　

寛

　

本
学
経
済
学
部
の
瀬
古
美
喜
教
授
が
、
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
ご
著
書
、『
日
本
の
住
宅
市
場
と
家
計
行
動
』
で
、

二
〇
一
四
年
度
の
日
本
経
済
新
聞
図
書
文
化
賞
受
賞
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た
。
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
た
い
。
編
集
部
か
ら
の

依
頼
で
、
以
下
で
本
書
の
解
説
を
行
お
う
。

　

受
賞
さ
れ
た
本
書
は
、
日
本
の
住
宅
市
場
の
現
状
に
基
づ
い
た
理
論
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
計
量
経
済
学
的
分
析
手
法
を
用
い
て

そ
れ
ら
を
検
証
し
、
得
ら
れ
た
研
究
結
果
に
基
づ
い
て
、
今
後
の
住
宅
政
策
や
法
制
度
の
あ
り
方
に
対
す
る
示
唆
や
提
言
を
与
え

る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。

　

本
書
は
全
体
で
、
四
つ
の
部
、
一
三
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
日
本
の
住
宅
市
場
と
マ
ク
ロ
経
済
の
分
析

を
、
第
Ⅱ
部
で
は
住
宅
の
居
住
形
態
と
経
済
厚
生
の
変
化
の
分
析
を
、
第
Ⅲ
部
で
は
地
震
リ
ス
ク
と
不
動
産
市
場
の
分
析
を
、
第

Ⅳ
部
で
は
東
日
本
大
震
災
後
の
家
計
行
動
の
変
化
の
分
析
を
行
う
。
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本
書
に
は
、
書
物
全
体
を
通
じ
て
流
れ
て
い
る
、
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

　

第
一
は
、
様
々
な
日
本
独
自
の
制
度
や
規
制
の
持
つ
問
題
の
解
明
で
あ
る
。
住
宅
金
融
の
遡
及
型
融
資
（
リ
コ
ー
ス
・
ロ
ー

ン
）
制
度
、
住
宅
の
床
面
積
規
制
、
持
ち
家
の
譲
渡
損
失
繰
越
控
除
制
度
、
借
地
借
家
法
と
定
期
借
家
制
度
の
導
入
、
中
途
解
約

オ
プ
シ
ョ
ン
付
き
リ
ー
ス
契
約
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
の
住
宅
市
場
に
は
、
わ
が
国
独
自
の
制
度
や
規
制
が
た
く
さ
ん
存
在
す

る
。
こ
れ
ら
の
制
度
や
規
制
が
住
宅
市
場
に
も
た
ら
す
歪
み
を
、
理
論
モ
デ
ル
と
計
量
分
析
を
駆
使
し
て
解
き
明
か
し
、
そ
の
問

題
点
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
改
善
の
た
め
の
様
々
な
示
唆
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
の
著
者
の
地
震
リ
ス
ク
へ
の
関
心
を
背
景
に
、
地
震
リ
ス
ク
が
生
活
の
質
や
不
動
産
価
格

に
与
え
る
影
響
や
、
地
震
リ
ス
ク
の
異
な
る
地
域
間
の
保
険
料
率
を
通
じ
て
地
震
保
険
が
地
域
間
内
部
補
助
を
行
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
家
計
の
意
識
や
行
動
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
三
に
、
本
書
の
分
析
は
精
緻
な
計
量
分
析
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
個
票
に
基
づ
く
ミ
ク
ロ
・
パ
ネ

ル
・
デ
ー
タ
を
通
じ
た
分
析
に
基
づ
い
て
い
る
。
同
一
の
家
計
サ
ン
プ
ル
を
、
時
間
を
通
じ
て
追
い
か
け
た
パ
ネ
ル
・
デ
ー
タ
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
家
計
ご
と
に
時
間
を
通
じ
て
異
な
る
影
響
を
与
え
る
様
々
な
住
宅
政
策
や
法
制
度
の
効
果
を
、
明
確
に
分
析

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
計
量
分
析
手
法
上
の
特
徴
と
い
う
地
味
な
側
面
で
は
あ
る
が
、
よ
う
や
く
最
近
、
わ
が
国
で
も
利
用

可
能
に
な
っ
た
個
票
デ
ー
タ
を
本
格
的
に
駆
使
し
た
本
書
の
分
析
は
、
応
用
経
済
学
の
分
野
で
の
画
期
的
な
成
果
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

具
体
的
に
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
第
一
章
で
は
、
日
本
の
住
宅
金
融
が
遡
及
型
融
資
（
リ
コ
ー
ス
・
ロ
ー
ン
）
制
度

に
基
づ
い
て
い
て
、
米
国
の
よ
う
な
非
遡
及
型
融
資
（
ノ
ン
リ
コ
ー
ス
・
ロ
ー
ン
）
制
度
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
の
問
題
点
を
分

析
し
て
い
る
。
非
遡
及
型
融
資
制
度
の
下
で
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
借
り
入
れ
の
担
保
は
住
宅
資
産
だ
け
で
、
債
務
不
履
行
時
に
住
宅
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ロ
ー
ン
残
高
が
担
保
住
宅
の
価
値
を
下
回
れ
ば
、
債
務
者
は
デ
フ
ォ
ル
ト
を
選
択
で
き
る
。
結
果
と
し
て
、
住
宅
価
格
の
低
下
は

デ
フ
ォ
ル
ト
と
そ
れ
に
伴
う
競
売
を
増
加
さ
せ
、
住
宅
供
給
を
増
加
さ
せ
る
か
ら
、
さ
ら
な
る
住
宅
価
格
の
下
落
を
導
き
や
す

い
。
逆
に
言
え
ば
、
非
遡
及
型
融
資
制
度
の
下
で
は
、
住
宅
価
格
は
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
迅
速
な
自
律
的
回
復
に
つ
な
が

り
や
す
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
遡
及
型
融
資
制
度
の
下
で
は
、
債
務
不
履
行
時
に
担
保
住
宅
以
外
の
資
産
に
対
し
て
も
請
求
権
が

及
ぶ
。
こ
の
結
果
、
住
宅
価
格
が
下
落
す
る
と
、
住
宅
以
外
の
資
産
を
持
た
ず
、
新
規
の
住
宅
ロ
ー
ン
借
り
入
れ
に
際
し
て
深
刻

な
流
動
性
制
約
に
直
面
す
る
家
計
は
、
転
居
が
極
端
に
阻
害
さ
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
住
宅
価
格
の
下
落
は
限
定
的
に
な
り
や
す

い
。
日
本
の
仕
組
み
は
米
国
と
比
べ
て
、
転
居
を
減
ら
し
て
、
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
働
き
に
制
約
を
加
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い

の
で
あ
る
。

　

著
者
は
個
票
デ
ー
タ
と
統
計
分
析
を
駆
使
し
て
、
わ
が
国
で
は
こ
の
流
動
性
制
約
が
家
計
の
転
居
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
都
道
府
県
別
の
パ
ネ
ル
・
デ
ー
タ
を
使
っ
て
日
米
の
比
較
を
行
い
、
米
国
で
は
ロ
ー
ン

残
高
／
住
宅
資
産
価
値
の
高
い
地
域
ほ
ど
、
住
宅
価
格
の
変
化
率
が
大
き
い
が
、
日
本
で
は
そ
の
よ
う
な
結
果
が
見
ら
れ
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
上
記
の
理
論
予
測
を
実
証
し
て
い
る
。

　

第
二
章
で
は
、
旧
住
宅
金
融
公
庫
の
貸
付
制
度
が
床
面
積
規
制
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
の
問
題
点
を
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
制
度

で
は
、
住
宅
の
床
面
積
に
よ
っ
て
異
な
る
貸
付
利
子
率
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
資
源
配
分
上
の
歪
み
を
作
り
出
す
。
こ
の
章
で

は
、
精
緻
な
理
論
モ
デ
ル
と
非
線
形
計
量
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
歪
み
を
実
際
に
計
算
し
、
そ
の
額
が
公
庫
の
補
助
額
の
お
お
よ

そ
九
％
と
い
う
、
無
視
で
き
な
い
ほ
ど
の
多
額
に
上
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
四
章
で
は
、
わ
が
国
の
住
み
替
え
に
関
す
る
実
証
分
析
を
通
じ
て
、
譲
渡
損
失
繰
越
控
除
制
度
が
持
ち
家
の
、
借
地
借
家
法
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が
借
家
の
住
み
替
え
に
与
え
る
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、
日
本
の
住
宅
金
融
は
遡
及
型
で
あ
り
、
住
宅

価
格
が
下
落
し
て
借
入
額
を
下
回
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
住
宅
以
外
の
金
融
資
産
を
使
っ
て
返
済
を
し
な
い
限
り
、
住
み
替
え
が
で

き
な
い
。
結
果
と
し
て
、
住
み
替
え
が
困
難
に
な
る
。
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
伴
う
住
宅
価
格
の
大
幅
下
落
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
問

題
が
認
識
さ
れ
、
導
入
さ
れ
た
の
が
譲
渡
損
失
繰
越
控
除
制
度
で
あ
る
。
こ
の
制
度
の
下
で
は
、
例
え
ば
ロ
ー
ン
残
高
が
住
宅
売

却
価
格
よ
り
大
き
い
場
合
、
こ
の
差
額
を
転
居
住
宅
購
入
後
の
三
年
間
、
所
得
税
か
ら
控
除
で
き
る
。
著
者
は
こ
の
税
制
が
特

に
、
住
宅
ロ
ー
ン
に
対
す
る
住
宅
価
格
の
比
率
が
大
き
な
世
帯
に
対
し
て
有
効
で
、
彼
ら
の
転
居
確
率
を
大
き
く
高
め
た
こ
と
を

検
証
し
て
い
る
。

　

ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
借
地
借
家
法
は
借
家
契
約
の
貸
主
か
ら
の
解
除
と
継
続
家
賃
の
引
き
上
げ
に
は
、
裁
判
所

を
通
じ
た
強
い
制
約
が
か
か
る
。
結
果
と
し
て
、
継
続
家
賃
は
市
場
家
賃
よ
り
低
く
な
り
、
借
家
人
は
同
じ
家
賃
で
同
じ
借
家
に

無
制
限
で
済
み
続
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
第
四
章
は
、
借
地
借
家
法
が
借
家
世
帯
に
暗
黙
の
補
助
金
を
支
給
す
る
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
借
家
か
ら
の
住
み
替
え
の
機
会
費
用
を
高
め
る
こ
と
で
、
借
家
世
帯
の
現
行
借
家
居
住
期
間
を
長
引
か
せ
、
住
み

替
え
率
を
低
下
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　

第
五
章
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
借
地
借
家
法
の
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
定
期
借
家
の
評
価
が
行
わ
れ
る
。
旧
借
地
借

家
法
の
持
つ
問
題
か
ら
借
家
の
品
質
は
極
め
て
劣
悪
で
、
持
ち
家
の
広
さ
は
借
家
の
平
均
床
面
積
は
二
・
七
〇
倍
に
も
上
っ
て
い

る
。
し
か
し
定
期
借
家
の
導
入
に
よ
り
、
家
主
が
借
家
の
賃
貸
に
対
す
る
リ
ス
ク
は
か
な
り
低
減
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

額
を
計
量
経
済
学
的
に
検
証
し
た
結
果
、
定
期
借
家
の
導
入
に
よ
っ
て
定
期
借
家
居
住
者
世
帯
に
も
た
ら
さ
れ
た
便
益
は
、
家
賃

の
二
％
ほ
ど
に
上
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
と
は
い
え
、
二
〇
〇
七
年
現
在
の
わ
が
国
の
定
期
借
家
契
約
は
借
家
契
約
全
体
の
五
％

ほ
ど
で
し
か
な
く
、
九
八
％
を
占
め
る
米
国
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
、
ま
だ
ま
だ
制
度
の
見
直
し
の
余
地
が
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多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
の
著
者
の
研
究
関
心
が
、
地
震
リ
ス
ク
と
住
宅
市
場
の
関
連
で
あ
る
。
第
七
章
で
は
、
わ
が
国
の
地
域
別
の
生
活
質
指
数

を
推
定
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
地
震
発
生
確
率
の
金
銭
的
な
価
値
を
分
析
す
る
。
地
震
発
生
確
率
は
、
財
政
力
、
人
口
集
積
、
火

災
な
ど
と
並
ん
で
、
地
域
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
を
決
定
す
る
要
因
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
変
数
を
通
じ
て
賃
金
・
住
宅
家
賃
の
ヘ
ド

ニ
ッ
ク
・
モ
デ
ル
を
推
計
す
る
こ
と
で
、
生
活
質
指
数
を
計
算
で
き
る
。
推
計
結
果
か
ら
、
都
道
府
県
間
で
地
震
発
生
確
率
の
社

会
的
費
用
に
は
大
き
な
格
差
が
あ
り
、
そ
れ
が
特
に
地
震
確
率
の
高
い
都
道
府
県
の
生
活
の
質
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
地
震
発
生
リ
ス
ク
が
適
切
に
地
震
保
険
料
率
に
反
映
さ
れ
て
い
れ
ば
、
発
生
リ
ス
ク
の
違
い
は
料
率
に
帰
着
し
、
地

域
間
の
社
会
的
費
用
に
は
格
差
を
生
ま
な
い
。
し
た
が
っ
て
上
記
の
結
果
は
、
地
震
保
険
市
場
に
お
い
て
リ
ス
ク
に
応
じ
た
価
格

付
け
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
著
者
は
、
も
っ
と
き
め

細
か
い
地
震
リ
ス
ク
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
わ
が
国
の
地
震
保
険
制
度
を
改
善
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

第
七
章
で
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
第
一
〇
章
で
は
地
域
間
同
一
保
険
料
の
た
め
に
、
危
険
の
低
い
地
域
の
住
民
の
犠
牲
の
も
と

に
、
危
険
の
高
い
地
域
住
民
に
意
図
せ
ざ
る
地
域
間
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
そ
の
結
果
が
、
わ
ず
か
二
〇
％
の
家

計
し
か
地
震
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
と
い
う
わ
が
国
の
実
態
で
あ
り
、
保
険
数
理
的
に
公
正
な
保
険
料
率
体
系
に
変
更
す
れ

ば
、
地
震
保
険
加
入
率
が
三
・
七
％
増
加
し
、
特
に
増
加
率
は
相
対
的
に
リ
ス
ク
の
小
さ
い
地
域
で
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ

る
。

　

紙
幅
も
尽
き
た
の
で
詳
し
く
は
述
べ
な
い
が
、
第
Ⅳ
部
の
第
一
一
章
か
ら
第
一
三
章
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
刺
激
さ
れ
た
、

自
然
災
害
へ
の
備
え
の
主
観
的
意
識
の
変
化
や
防
災
・
減
災
行
動
の
変
化
、
そ
れ
ら
が
も
た
ら
す
貧
富
の
格
差
と
の
関
連
な
ど
に
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つ
い
て
の
興
味
深
い
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

　

総
じ
て
本
書
は
、
日
本
の
住
宅
市
場
を
理
論
・
計
量
の
両
面
か
ら
、
一
見
地
味
で
は
あ
る
が
パ
ネ
ル
・
デ
ー
タ
を
駆
使
し
た
手

堅
い
分
析
を
行
い
つ
つ
、
興
味
あ
る
事
実
を
多
数
見
つ
け
出
し
、
様
々
な
適
切
な
政
策
的
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
日
本
経
済
新
聞

図
書
文
化
賞
に
輝
い
た
の
も
当
然
の
好
著
で
あ
り
、
改
め
て
著
者
に
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
る
こ
と
で
本
稿
を
閉
じ
た
い
。


